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U(VI)の分配特性  

結論 

 使用したゼオライトの構造、組成、破過実験 

  

各種ゼオライトの破過特性 

液性と破過・溶離特性 

 福島原発事故での高汚染水中に存在する
アクチノイドの吸着剤への吸着挙動につい
ては明確な解析がなされていない。将来的
にはデブリ取り出し時にもアクチノイドと
くにＵの溶出、高除染が課題となることか
ら、吸着剤、特にゼオライトカラムの破過
特性の解明は重要と考えられる。ユニオン
昭和、東北大・多元研は系統的にアクチノ
イド（Ｕ，Ａｍ，Ｎｐ）のゼオライトカラ
ムの基礎的な破過データを集積している。 
 本研究では、各種ゼオライトカラムの
U(VI)の破過特性を、ゼオライトの種類、液
性の観点から評価した。破過後のＵの溶離
、Ａｍとの分離も評価した。 

模擬デブリからのアクチノイド核種の溶出率（桐島、他
, 原子力誌, 2015） 

Na+, Ca2+を共存させた場合の、U(VI)の各種ゼオライトへのKU値を比較する
と、合成ゼオライトＡ，Ｘ，Ｙ（３次元かご型構造）およびエリオナイト（繊維状結
晶）が高い吸着率を示す。 

Zeolite A: SEM, x3,000 

Erionite: SEM, x450 

カラム通液条件： 
ーUのフィード溶液：[ＵＯ２

２＋]= 10-5 M (２３７Ｕトレーサー) 
ーpH調整：酸性領域- 0.1 M ギ酸、中性領域-PIPES、 
 アルカリ領域-CAPS緩衝液 
ー溶離液：0.1 M 炭酸ナトリウム溶液 
ーＡｍのフィード溶液：[Am３＋]= 2.1x10-9 M 
ー外套付きガラスカラム(6mmØ)、SV=10, 25℃ 
表面観察・元素分析： 
103 ppm U(VI)溶液（pH3.4および6.3）通液後、ＳＥＭと 
ＥＰＭＡにより観察 

破過曲線プロファイル： 
Ｙ，Ｘ，ＡではＳ字型、Ｍ，Ｌでは通液直後か
ら破過 
破過容量（< BV45）の序列： 
Ｙ ＞ Ｘ ＞ Ａ ＞ Ｍ ＞ Ｌ 
(Ｙ，Ｘ： 孔路径8.1Å, αケージ径13Å, 
多量の水分子含有) 
Yゼオライトでの通液速度の影響： 
流速の低下により破過点は増加 
交換容量は流速に依存せずほぼ同程度
の値（ＳＶ５：４０μｇ/g, SV10.5: 45 μｇ/g ） 

SV 5: 1.97g 
SV 10.5: 1.00g 

Zeolite: 1g, 
[U(VI)]: 10-5 M, 
pHi: 3.5, pHeff: 
3.5~4.6, 
SV 10, 
25℃  

(a) 酸性領域で吸着
後、Na2CO3で脱着 

(b)中性領域で吸着
後、Na2CO3で脱着 

(c)アルカリ領域で吸
着後、Na2CO3で脱着 

(a)酸性領域での破過・脱着挙動： 
破過曲線はＳ字型、蒸留水通液でＵ溶液
が流出、0.1 M Na2CO3通液により内部に
イオン交換吸着しているUO2

2+がＵ溶離、 
脱着率：91.1% 
(b)中性領域での破過・脱着挙動： 
破過は認められない。加水分解種が粒子
表面と器壁に全て吸着し、蒸留水通液でも
Ｕは全く流出しない。0.1 M Na2CO3通液に
より、炭酸ウラニル錯体が生成し直ちにＵ
が脱着。脱着率：90.4% 
(c)アルカリ領域での破過・脱着挙動： 
破過は直線的に上昇。Uの加水分解性生
物の粒子表面と器壁への吸着、および一
部炭酸ウラニル錯体の生成・流出が見か
け上競合している。蒸留水通液直後にも脱
着ピーク有り。テーリングが長時間続く。 
脱着率：５６％ 
 
液性変化に伴う破過・脱着挙動は、Ｘ，Ｙゼ
オライトでも同様の傾向が認められる。 

モルデナイトカラムに
U(VI)とAm(III)の混合
溶液を通液すると、Ｕは
破過するが、Amはカラ
ム内に吸着している。
pH1.8に酸性度上げる
とＡｍは脱着する。 
Ｌゼオライトでも相互分
離可能。 

U(VI)とAm(III)の分離 
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